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目方つ某日晴れ ���,��Hガつ某Ej晴れ 

☆シネシティザ-卜で初の映画鑑賞o優柔不 凵怺O国人が日本の歌を歌うのど自慢大会を 

断のため､チケット売り場での座席選びに苦 �,��見た○出演者は歌がうまいし声圭がハンパな 
､戦する○シアターにつうじる廊下で映画『シャ 凾｢から､J-POPが洋楽オリジナルに聞こえる 

イニング』のホテルを思い出し､ちょっとどき 犯f魔"�ﾂ�?ｨ����｢�ほど○あれだけパワフルにのびのび歌えたら 
どき-初めてはなんでもほんとに楽しい♪ 刹C持ちいいだろうな○と､その時思ったこと 

☆ウインの試飲会へ参戦○昨年､地酒まつり 凾�｢戦うオヤジの応援EZl｣の皆さんの前で歌 

に参戦LJた際の失態(へペれげで帰宅､あげくの 凾､状況になった時再び思った(凸) 

果てに逆流性食道斜こなつてしまった)を警戒し､ 凵恬[飯のフライにキャベツを添えようと思つ 

念には念を入れて体調を万全に整えていく○ 凾ｽら､あいにく切らしていたo代打で白菜を 
だがしかし､思いのほか楽勝♪最後まで意 剞逅ﾘりにしてみたら､柔らかくて甘いと大好 

識はあつたLoあら､私つたらほんとはワイン 剳]!以来､わが家では白菜サラダが定番になつ 

派だったのかしらん?うそぴよん(香) 凾ｽ.ごまドレッシングがおすすめo(あんず) 

サークルやクラブ活動のメンバー､仕事や趣味の仲間､ご近所さんなど､

あらゆるジャンルの仲間を招介するコーナーです｡

プ･j毒ti戦う7日75'の応援団SP静岡-
ントを企画して交流会第2矧こした

り｡各自都合のつく企画に参加する

のです｡

取材に伺った日は､松永さんの

バースデーイベントでした｡主役の

松永さんを中心に､参加者が順番に演奏&歌を披易し､周りの人はギターやパ
ーカッション､ハーモニカなどで合奏したりコーラスを入れて盛り立てます｡

会員の白坂さんが自作の㌻不況ブルース｣を歌うと､ ｢Jああ～仕事が欲しいよ､

ああ～お金が欲しいよ｣とみんなで大合唱となり､最高潮に盛り上がりました｡

かつてのギタ-少年たちは､実にイキイ辛とギターを弾き歌っていましたo

あんなに弾けたら､歌えたら楽しいだろうなあと余韻にひたりつつ

帰り仕度をしていたら､ ｢あれ?まだ歌ってないよね?歌っていき

なよ｣とお誘いが･･･｡美声をたっぷり聴いたあとに私ですか?と､

心の中で半泣きしつつ､腹をくくりました｡

▲世話役の

でもおかげで客席で聴く以上に､生演奏の迫力を肌で感じる

ことができたのです｡きつとこの感覚が皆さんを虜にしているに

違いありません｡ (あんず)

ttぅォ彬の広瀬SPM d-ebean@ck.tnc･ne･JP (石原)　石原敬史さんo

※金具の紹介は､匝うオヤジの応如し略からr地域別ネットワーク一失ほご先下さい｡

戦うオヤジの応援団(以下オヤ応)は､ギター好きなオヤジを応援する全国規

模のネットワーク｡ 5年前､ SP静岡を立ち上げた3人のうち､現在も活動を続け

ている世話役の石原敬史さんと松永勝美さんは中学の同級生o文化祭で演奏

したのかきっかけで､ギターにのめり込んだそうです0

才ヤ応SP静岡には､ 2人のように学生のころフォークソングでギターにはまっ

たというナイスミドルが､約30名登録しています｡毎月第1日曜に会員の交流会

があり､それ以外は個人の活軌｢ライブやるけど出ない?｣と声をかけたり･イベ
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